
江戸時代初期の代表的な禅院式枯山水蓬莱庭園

頼久寺庭園

指定区分 国指定名勝

読みかた らいきゅうじていえん

所在地 高梁市頼久寺町

指定年月日 昭和49年7月31日

解説

足利尊氏が諸国に命じて建立させた安国
寺の一つ。その中にある庭園は江戸時代
初期の禅院式枯山水蓬莱（ぜんいんしき
かれさんすいほうらい）庭園の代表的なも
ので、備中国奉行の小堀遠州（こぼりえん
しゅう）の作といわれている。正面遠景に
愛宕山（あたごやま）を望む白敷砂の波紋
で海洋の感じを出し、中央に鶴島、後方に
亀島の2つの低い築山状の島を置いて石
を組み、さらに書院左手の山畔に沿って大
海の波をあらわすサツキの大刈込みで背
景を整えている。（追加指定：平成21年7月
23日）

アクセス方法
JR備中高梁駅から徒歩15分 / 賀陽ＩＣま
たは有漢ＩＣから車で約20分

公開状況
入場：9～17時 / 無休 / 有料　〔問い会わ
せ先〕頼久寺0866-22-3516

設備

【Ｐ】普通車10台

備考



していくぶん
（指定区分）

国指定名勝

ぶんかざいめい
（文化財名）

頼久寺庭園

よみかた らいきゅうじていえん

しょざいち
（所在地）

高梁市頼久寺町

していしたひ
（指定した日）

昭和49年7月31日

せつめい

頼久寺は、鎌倉（かまくら）時代の武将（ぶ
しょう）、足利尊氏（あしかがたかうじ）が日
本中に建（たて）てさせた安国寺（あんこく
じ）という寺（てら）の一つです。その中にあ
る庭園は江戸時代（えどじだい）はじめに
つくられた庭園の代表的（だいひょうてき）
なものです。正面（しょうめん）から、あたご
山の景色（けしき）をながめることができ、
さらに庭園は、波模様（なみもよう）の砂
（すな）や、島をなぞった石、波をあらわす
サツキなどで、海をイメージされたものと
なっています。
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